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１ 前提となる指針 
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２ 目指す２つの方向性と将来像 

  

 
 

 

 

一人ひとりが幸せを感じることで、周囲

の人々にも幸せの輪が広がり、幸せの温

かさが伝わるまちづくりを目指す。 

 
 

 

地域の価値を高め、人や企業の移住・定 

住・誘致を促進し、地域の持続的な発展 

につなげるまちづくりを目指す。 
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３ 指標でみるまちづくり 

 

 現状値（R6） 目標値（R18） 

幸せだと感じている市民の割合 71% 80% 

（内、女性が幸せだと感じている割合） 73% 85% 

下野市を好きだと思う中学生の割合 82% 85% 

住みやすいと感じる市民の割合 84% 90% 

 

【参考】第二次総合計画の成果指標 

 現状値（H26） 目標値（H37） 

幸せだと感じている市民の割合 75% 80% 
（内、女性が幸せだと感じている割合） 80% 85% 
下野市を好きだと思う中学生の割合 81% 85% 
住みやすいと感じる市民の割合 84% 90% 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59,507 58,863 58,127 57,254 56,541 55,706
54,660

53,361
52,035

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

人口の将来展望（人）



4 

 

 

【ゾーニング】 

都市核ゾーン 

 

 

 

生活居住ゾーン 

 

 

産業・交流ゾーン 

 

 
 

 

田園・農村ゾーン 

 

 

【拠点と軸】 

☆医療教育研究拠点 

 

 

☆観光交流拠点 
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☆スポーツ交流拠点 

 

☆文化財活用広域連携拠点 

 

 

☆広域的防災拠点 

 

 

■広域連携軸 

 

 

■骨格幹線軸 

 

 

  

 
1 「道の駅しもつけ」は、国土交通省により令和 7 年 5 月に「防災道の駅」に選定されています。 
2  自治医科大学附属病院は、厚生労働省の指定要件に基づき、栃木県により平成 8 年 11 月に「災

害拠点病院」に指定されています。 
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土地利用構想図 
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【子育て】  

 

 

 

（施策の方向性） 

 

 

【教育文化】 

 

 

 

（施策の方向性） 

 

 

【健康福祉】  

 

 

 

（施策の方向性） 
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【産業】 

 

 

（施策の方向性） 

 

 

【都市環境】  

 

 

 

（施策の方向性） 

 

 

【地域社会・行財政】  

 

 

 

（施策の方向性） 

 

 


